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２．議事概要 

 今回開催された４回目の会合では、初めて世界統一基準のドラフト

の審議が行われた。 

 

 ドラフトの中には、衝突時の水素漏れに係る規定等の性能要件が含

まれる。 

 

 容器の取付基準といった構造要件について、次回、日・ＴＵＶが共

同提案する意向があることを表明し、議論することを要望した。Ｅ

U・独がサポート。一方、米国は構造要件を盛り込むことについて

は反対し、次回引き続き議論することとなった。 

 

 また、水素燃料容器の基準について次回から検討される予定。 

 

 次回会議は、平成 21 年 1 月 19～21 日にハンガリー（ブタペス

ト）で開催予定。 

 

※なお、資料の詳細は以下のホームページに掲載されております。 

http://www.unece.org/trans/main/wp29/wp29wgs/wp29grsp/sgs_4.html 

問い合わせ先：
国土交通省 自動車交通局
技術安全部 技術企画課 平澤 ・ 加野島

ＴＥＬ： 03-5253-8111（代表）（内線42252、42256）
03-5253-8591（直通）

独立行政法人交通安全環境研究所
自動車基準認証国際調和技術支援室 成澤

ＴＥＬ： 0422-41-3692（直通）
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